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緒 言

入型結核菌二封 スル各種動物 ノ感受性及抵抗力

二差異 ノ存 スル事 ハz⊥ 杢氏 ノ結核 菌睦育以來

慨 二衆知 ノ事實 ナ リ。即 チ 最 モ 感受性強 キ ハ

rモルモ.ト 」一.・-eシテ家兎之 二次 グn犬 、山羊 モ亦

比較的抵抗強 ク、家鶏 ハ感受性殊 二弱 シト云 フ.

《Koch,Eqq.Schrum,Ebst,Titzeu.Wei-

dang,L.RaVinovitseh,Weberu.Bofinger,

Nocard,角 田、石原、NirolansJanscou.Ala。

daiElfer,JosefFurstman,富 田{1,.前 田、小

林 ②、Feldman,W.H,(3})

同 ジク温血動物 ニ シテ而 モ結核菌 二封 スル是等

試獣 ノ感受性 ノ差異 ハ那邊 二之 テ求 ム可 キヤ、

夫 二就 キ種 々ナル條件 テ顧慮 セザル可 カ ラズ。

或 ノ・細胞 ノ菌 二封 スル親和性 テ考 ヘザル可 カ ラ

ベ 叉或 ハ組織成分 ノ結核菌登育 二封 スル質的、

量的 ノ適性.免 疫装 置 ノ完、不完 ラモ慮 ル必要

アリ、而 モ是等 ノ究明 ガ大 ニ シテハ結核治療 二

封 スル多大 ノ暗示 テ與 フ可 キ コ ト蓋 シ想像 二難

カラザルナ リ。

今細胞學的關係 ハ暫 ラ ク措 キ、此小報告 二於 テ

ハ人拉 二各種試獣 ノ血清 テ用 ヒ、 ソノ結核 菌登

育 二封 スル榮養 債値 的方面 テ主 トシテ検索 セ ン

ト欲 ス。

叉同時 二肺結核患者血清 二就 テそ同様 ノ試験 テ

試 ミタリ。嘗 テ結核患者及 ピ結核動物 ノ全血液

ハ健康人及 ピ動物 ノ夫 二比 シ結核菌場殖 ラ著 シ

ク阻害 スル ト云 フ文獣 多 シ。(佐 藤14}、Banner-

Mantfi),Gmei8snert6),Sonak(7〕,)

近 クハ{8⊃伊 藤 ハ生菌及 ピBCG菌 テ以 テ免疫 ス

ル時 一ノ ミ全血液 内結核菌檜 殖阻 止作 用 テ 認

メ、澁川(`J)ハ重 症肺結核患者 ニ シテピル ケー氏

反慮陰性 ナル者 ニテハ檜 殖阻 止作用存 セザル コ

トテ確認 セ リ。 今著 者 ノ此種 ノ試験 ハ前記諸家

ノ認 メタル事實 二關 シ、 ソノ本態 ラ間明 スル上

二些 ヵナ リ ト錐 モ参考 タ リ得ベ シ。

實験 方法

健康成 人、成熟 セル牛、家 兎、海旗 、家 鶏及結

核患者 ノ各血清 ラマー セ ン氏細密濾過管 一テ濾

過滅菌 シ、之 ラ以 テ法 ノ如 クキル ヒネル培 地(血

清 ハ此 時十倍 二稀繹 サル)ラ 作成 シ、人 型結核

菌浮游液 ノー定微量 テ加 ヘ タ リ。

實験 成績

第1同 及第3同 實験 二於 テハ牛、家 兎、海狽』

家鶏各血清 ノ間 二差異 テ認 メズ。第2同 實験 ニ

テハ牛血清少 シク劣 レドモ第4回 二於 一i'ハ之 ト

反封 二家鶏、家 兎血清 二碓育最 モ悪 シク、海狽

血 清 二於 テ少 シク登育 ノ遅延 セル 号見 タリ。

之 テ要 スルニ各同用 ヒタル慮 ノ菌 「エムル ジォ
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ン」ハ其 ノ濃度略 州 牌 シ〃、 ソノ「仏 ル レ・

ツJモ 亦等 シカ リシテ以i'、 如 止認 メラレタノレ

各種 ノ相違 ハ既 ・・試料 ノ個1回i的鑑異 ∴基 ヅ 〃可

キナ リ。而 モ結果 ハ本來結核菌礎育 一ノ姻 ぐへ各

試獣 血illlノ榮 養lt{値 ニ サ シク'レ甲乙 チ認 メ得 で

トナ ステ2さ常 ナ リ ト信1。

次 二中等症 以Lノ 結核患者血iili'ラ無 菌n勺二慮理
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結

一
、人、'卜、家 毛、海瞑、家鶏 各i価 青ハ何 レモ

略 ℃同様人型結核 菌 ノ黄 育 二關 シテ好影響 テ與

フ.乃 チ各試 獣 ノ結 核菌 二封 スル感受性 ノ差異

ハ血清以外 二存 ス.

結 核菌 ノ侵襲 二封 シソノ防禦 二關 スル血清 ノ態
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